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[１]超スピード投資法の特徴

株価は相場や銘柄の特性により、ある程度上昇すると、期待が膨らみ、さらに上昇する傾向

があります。また、ある程度下落すると、失望により、さらに下落する傾向があります。

超スピード投資法は、こうした相場や銘柄の動きを巧みに捕らえ、「上げたら買い」「下げ

たら空売り」の順張り投資法です。即ち、トレンドフォロー(上値追い＆下値追い)に適した

投資手法です。

超スピード投資法の投資期間は従来「５日間」でしたが、今回から「３日間」に変

更されました。

（１）買い

■買値と売値

買値（Ｘ)＝始値＋ＨＰ

始値から、一定額（ＨＰ）上昇したら「買い」

です。

例えば、始値が 5000 円、ＨＰが「50」なら、

買値は 5050 円になります。

Ｙ（売値）＝Ｘ（買値）＋ＳＰ

買値から、一定額（ＳＰ）上昇したら「利益確定」（売値）です。

例えば、買値が 5050 円、ＳＰが「60」なら、売値は 5110 円になります。

■投資期間

投資期間は３日間（買い約定日を含む）です。

買い注文が約定したら、即、利益確定の売り注文を出します。

超スピード投資法の対象銘柄は値動きが速いので、素早く対応しないと、売り損ねてしまう

ことがあるので、注意が必要です。

■決済

売値で利益確定ができない場合、投資３日目の終値で決済します。

この場合、売り注文をいったんキャンセルし、「引け」（大引け）の「成行」で、売り注文

を出します。終値により、利益確定か損失確定になります。

１日目 買い注文約定後、利益確定の注文を発注。

２日目

３日目 売り抜けない場合は、大引け、成行で決済。

■損切り

超スピード投資法の対象銘柄は値動きが速いので、買い注文の約定後、思惑と逆に動いた場

合、損失額が大きく膨らむことがあります。そのため、利益確定注文と同時に、損切り（損
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失確定）注文を同時に発注するのが無難です。なお、分析ソフトは損切り無しで分析してい

ます。

損切値＝Ｘ（買値）－（ＳＰ～ＳＰ×２）

損切りの注文は、ＳＰ（利益幅）の１～２倍を基準に発注します。

例えば、買値が 5050 円で、ＳＰが「60」なら、買値から「60」(1 倍)～「120」(2 倍)を引い

たのが「損切値」になります。損切りを「60」とするなら、損切値は 5050-60＝4990 円にな

ります。

（２）空売り

■空売値と買戻値

空売値（Ｘ)＝始値－ＨＰ

始値から、一定額（ＨＰ）下落したら「空

売り」です。

例えば、始値が 5000 円、ＨＰが「－50」

なら、空売値は 4950 円になります。

Ｙ（買戻値）＝Ｘ（空売値）－ＳＰ

空売値から、一定額（ＳＰ）下落したら「利益確定」（買戻し）です。

例えば、空売りが 4950 円、ＳＰが「-60」なら、買戻値は 4890 円になります。

■投資期間

投資期間は３日間（空売りの約定日を含む）です。

空売り注文が約定したら、即、利益確定の買戻し注文を出します。超スピード投資法の対象

銘柄は値動きが速いので、素早く対応しないと、買戻せないことがあるので、注意が必要で

す。

■決済

買戻値で利益確定ができない場合、投資３日目の終値で決済します。

この場合、買戻し注文をいったんキャンセルし、「引け」（大引け）の「成行」で、買戻し

注文を出します。終値により、利益確定か損失確定になります。

１日目 空売り注文約定後、利益確定の注文を発注。

２日目

３日目 買い戻せない場合は、大引け、成行で決済。

■損切り

超スピード投資法の対象銘柄は値動きが速いので、空売り注文の約定後、思惑と逆に動いた

場合、損失額が大きく膨らむことがあります。そのため、利益確定注文と同時に、損切り（損

失確定）注文を同時に発注するのが無難です。なお、分析ソフトは損切り無しで分析してい

ます。
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損切値＝Ｘ（空売値）+（ＳＰ～ＳＰ×２）

損切りの注文は、ＳＰ（利益幅）の１～２倍を基準に発注します。

例えば、空売値が 4950 円で、ＳＰが「60」なら、空売値から「60」(1 倍)～「120」(2 倍)

をプラスしたのが「損切値」になります。損切りを「60」とするなら、損切り値は 4950+60

＝5010 円になります。

［２］分析ソフト「超 Speed」「超 Speed－Short」

専用の新分析ソフト「超 Speed」を利用すると、買値の計算に必要な「ＨＰ」と、利益確定

計算に必要な「ＳＰ」が自動表示されます。上昇相場時、上昇銘柄に有効です。

また、「超 Speed-Short」を利用すると、空売値の計算に必要な「ＨＰ」と、利益確定計算

に必要な「ＳＰ」が自動表示されます。下落相場、下落銘柄に有効です。

分析ソフトの特徴や機能は、ホームページの説明を参照。具体的な操作や分析内容

は、分析ソフトに添付の「操作ガイド」を参照。

（１）分析ソフトの特徴

原本・・・原本 1～原本 5、計 5 ファイル。1 ファイルに 30 銘柄登録。原本はコピー可な

ので、登録銘柄数は無限。

セレクション・・・「サービス・通信」「金融・証券」「建設・不動産」「自動車・機械」「食

品・製薬」「電気・精密」、計 6 ファイルに、各 30 銘柄を登録済。即、超 speed 分析が可能。

■分析ソフトの主な機能 ※詳細はホームページの説明を参照。

買い専用の「超 Speed」、空売り専用の「超 Speed-Short」

30 銘柄を超 Speed 分析、投資タイプ「おすすめ」を一挙に表示

個別銘柄の詳細分析「設け額大きい」「利益率高い」「おすすめ」を表示

1 ファイルに 30銘柄を登録、株価の制約なく、同一ファイルに登録可能

注目銘柄は業種別に 180 銘柄をセレクションとして登録済、即分析可能

証券コードの入力で「銘柄」「市場」「単元株数」を自動表示

注文サポートソフト「超 Speed-リアル株価ボード」を無料サービス

（２）トップ画面の「おすすめ」分析

分析ソフトのトップ画面は、登録全銘柄の一

発自動判定「おすすめ」が一覧表示。最初は

この中から、投資対象銘柄を捜します。

■判定は「Ｂ」以上から選ぶ

判定は「特Ａ」～「Ｅ」まで 6 段階あり、原

則、判定「Ｂ」以上を投資対象にします。分

析表の「勝率」は、投資回数中、利益がでた

回数の比率、「SＰ勝率」とは「SＰ」の売値で売り抜けることができた比率です。

評価 基準

特Ａ 特に､超Speed投資法に適している

Ａ かなり超Speed投資法に適している

Ｂ 超Speed投資法に適している

Ｃ あまり、超Speed投資法に適していない

Ｄ 超Speed投資法に適していない

Ｅ 特に､超Speed投資法に適していない
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■取引数にも注目

分析表の右端に 1 カ月の取引数が表示されます。通常、超スピード投資法の無理のない取引

は週に 1回程度なので、取引数の数値が「4」前後から選ぶのも方法です。

（４）詳細分析の活用

トップ画面で銘柄の№欄の数値を右クリックすると、詳細分析画面にジャンプし、投資タイ

プ「おすすめ」「儲け額大きい」「利益率高い」の分析値が表示されます。超スピード投資法

に慣れたら、この画面を利用して、最適な「ＨＰ」「ＳＰ」の組み合わせを見つけます。
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■投資タイプ

登録銘柄の分析「一発自動判定」は、投資タイプを３つに分け、「儲け額大きい」「利益率

高い」「おすすめ」で行います。

一発自動判定 特徴

儲け額大きい
利益発生、損失発生の回数が共に多い。取引回数が多いので、比較的資

金を必要とし、利益率は低い傾向がある。

利益率高い
損失発生の比率は比較的低いが、取引チャンスが少なく、なかなか取引

できないことがある。

おすすめ
比較的、儲け額が大きく、かつ、利益率が高い「ＨＰ」「ＳＰ」の組み

合わせを分析。初心者におすすめの分析タイプ。

通常は「おすすめ」の判定「Ｂ」以上が基本ですが、投資予算に余裕があり、取引回数の増

加（例えば毎日取引）を望むなら、「儲け額大きい」に注目です。この場合、投資対象を 判

定「Ｃ」以上に広げます。

一発自動判定は「ＨＰ」「ＳＰ」の 400 通りの組み合わせで分析し、「儲け額大き

い」順に並び替えます。次に、「儲け額大きい」のランキング 1位～１00 位の中か

ら、「利益率高い」「おすすめ」の並べ替えを行います。これは、ある程度、儲け額を優

先する考えによります。

また、「ＨＰ」「ＳＰ」は登録銘柄の呼び値に対応しています。例えば、株価 3000 円未満

の銘柄は「1円刻み」、3000 円～5000 円は「5円刻み」、5000 円～1 万円は「10 円刻み」で

表示されます。

■任意検索

詳細分析画面で「任意検索」が可能です。これは、任意の「ＨＰ」「ＳＰ」を入力すると、

その一発自動判定が表示されます。分析ソフトは各銘柄の株価に対応した約 400 通りの組み

合わせで分析しています。全ての組み合わせをカバーしていないので、任意検索を活用する

と、自動分析よりもパフォーマンスのいい組み合わせを発見することがあります。

▼超 Speed ▼超 Speed Short（空売り）

※数値に「－」（半角のマイナス）を付ける
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任意検索の使い方の一例として、一発自動判定で表示された「ＨＰ」「ＳＰ」の前後の数値

で検索します。例えば、「おすすめ」として「ＨＰ/20」「ＳＰ/20」が表示されていたら、

①「ＨＰ/20」「ＳＰ/19」②「ＨＰ/19」「ＳＰ/20」③「ＨＰ/20」「ＳＰ/21」④「ＨＰ/21」

「ＳＰ/20」の分析を行ってみます。この場合、ベスト 10 画面（下記参照）に表示されてい

る組み合わせは、それを参照すればいいので、任意検索から除外します。

（５）その他の画面

■ベスト 10 画面

詳細分析画面に表示されている銘柄の「儲

け額大きい」「利益率高い」「おすすめ」、

それぞれの「ＨＰ」「ＳＰ」の組み合わせ

「ベスト 10」が表示されます。

■チャート画面

詳細分析画面に表示された銘柄のチャー

トが表示されます。日足チャートの他、取

引結果が「利益」＝■（黒）、「損失」＝■

（赤）で表示されます。

初期値は「オススメ」の分析結果ですが、

任意検索を行うと、任意検索の「ＨＰ」「Ｓ

Ｐ」の分析結果が表示されます。

■時系列画面

詳細分析画面に表示された銘柄の最新50

日分の時系列データ（4 本値等）が表示さ

れます。
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［３］買い、空売りとも「逆指値注文」で発注

超スピード投資法は通常の投資と注文方法が異なります。

通常の注文は、「指定した株価以下で買い」「指定した株価以上で売り」です。

ところが、超スピード投資法の買いは、「株価が上昇し、指定した株価以上になれば買い」、

空売りの場合、「株価が下落し、指定した株価以下になれば空売り」とする注文方法です。

このように、通常とは逆の注文方法のため、「逆指値注文」と呼ばれます。

（１）逆指値注文が可能な証券会社

逆指値注文は証券会社により、できるところと、できないところがあります。超スピード投

資法は逆指値注文が必須なので、これができる証券会社を利用します。

■逆指値注文ができる主な証券会社

楽天証券 ＳＢＩ証券 マネックス証券

松井証券 カブドットコム証券

（２）逆指値注文の方法

買い注文

コード 銘柄 ＨＰ ＳＰ 始値 買値 売値

7203 トヨタ 50 50 5000 5050 5100

※「ＨＰ」「ＳＰ」「始値」は説明用の一例の数値。「買値」は始値＋ＨＰ、「売値」は買

値＋ＳＰ

（楽天証券）
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■注文画面の選択と入力

項目 選択と入力

注文方法 「逆指値」を選択

売買 「買建」をチェック

市場価格が 始値＋ＨＰ(例は 5050)を入力し、「以上」をチェック

通常注文を 「指値」にチェックし、始値＋ＨＰ(例は 5050)を入力

執行条件 「本日中」を選択

買い注文が約定したら、買値＋ＳＰで、利益確定の売り注文を発注します。

同時に損切り注文も発注する場合は、ＳＰの 1～2 倍程度を基準にします。

投資期間は買い注文の約定日を含み、3日間。

この間に利益確定、損失確定がない場合は、3日目の大引けで、成行決済をします。

逆指値の買い注文は、株価が指定株価以上になってから、発注されますが、指定株価の発生

と注文発注には、タイムラグがあります。

例えば、上記例のように、株価が 5050 円以上になると、5050 円の指値注文が発注されます

が、発注時点で既に株価が 5050 円を超え、下がらない場合、買い注文は約定しません。株価

の勢いが特に強いと、このように指値注文が約定しないケースが起こり得ます。

指定株価まで上昇した場合に、必ず買い注文を約定させる方法があります。それは、下記の

ように、「通常注文を」で、「指値」ではなく、「成行」にチェックを付けます。こうする

と、指定株価以上になったら、確実に約定しますが、成行注文のため、「思わぬ高値」を掴

んでしまう危険性があります。「成行」はリスクを十分理解することが必要です。
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空売り注文

コード 銘柄 ＨＰ ＳＰ 始値 空売値 買戻値

7203 トヨタ -50 -50 5000 4950 4900

※「ＨＰ」「ＳＰ」「始値」は説明用の一例の数値。「空売値」は始値-ＨＰ、「買戻値」は

空売値-ＳＰ

※楽天証券

■注文画面の選択と入力

項目 選択と入力

注文方法 「逆指値」を選択

売買 「売建」をチェック

市場価格が 始値-ＨＰ(例は 4950)を入力し、「以下」をチェック

通常注文を 「指値」にチェックし、始値-ＨＰ(例は 4950)を入力

執行条件 「本日中」を選択

空売り注文が約定したら、空売値-ＳＰで、利益確定の買戻し注文を発注します。

同時に損切り注文も発注する場合は、ＳＰの 1～2 倍程度を基準にします。

投資期間は空売り注文の約定日を含み、3 日間。

この間に利益確定、損失確定がない場合は、3日目の大引けで、成行決済をします。
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逆指値の空売り注文は、株価が指定株価以下になってから、発注されますが、指定株価の発

生と注文発注には、タイムラグがあります。

例えば、上記例のように、株価が 4950 円以下になると、4950 円の指値注文が発注されます

が、発注時点で既に株価が 4950 円を下回り、戻さない場合、空売り注文は約定しません。

株価下落の勢いが特に強いと、このように注文が約定しないケースが起こり得ます。ただし、

指定株価以下に下落した場合に、必ず空売り注文を約定させる方法があります。

例えば、下記のように、「通常注文を」で、「指値」ではなく、「成行」にチェックを付け

ます。このすると、確実に約定しますが、成行注文のため、「思わぬ安値」を掴んでしまう

危険性があります。「成行」はリスクを十分理解する必要があります。

［４］注文サポートソフト「超 Speed -リアル株価ボード」

（１）無料ダウンロードで提供

「超 Speed-リアル株価ボード」は、楽天証券「Market Speed」の「RSS」(リアルタイムスプ

レッドシート)を利用し、市場の寄付と同時に、「超スピード投資法」」の買値、空売り値が表

示されます。値動きとともに、注文約定の可能性が視覚的に分かるので、投資対象の銘柄数

が多い場合、効率の良い注文が可能となります。

「超スピード投信法」にたいへん役立つソフトを、「超 Speed/超 Speed-Short」のユーザーに

無償で提供いたします。

※「超 Speed –リアル株価ボード」の詳細や、無料での入手方法はホームページを参照。
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（２）楽天証券の「マーケットスピード」を利用

「RSS」(リアルタイムスプレッドシート)

は、楽天証券「MARKET SPEED」(マーケッ

トスピード)のカスタマイズツールで、リ

アルタイムの株価データをエクセルのシ

ートに取り込むことができます。

「リアル株価ボード」はこの「RSS」を利

用し、始値確定と同時に「買値」「売値」

の表示や、値動きの状況に応じて、約定の

可能性を表示します。

「RSS」を利用するには、楽天証券に口座

を開設し、「MARKET SPEED」の利用申請を

行います。また、料金は有料となっていますが、実際は無料で利用できます。

※「MARKET SPEED」の詳細は楽天証券のサイトを参照。

［５］超スピード投資法と３Days 投資法

超スピード投資法は株価が上げたら「買い」、下げたら「空売り」の順張り。

３Ｄａｙｓ投資法は株価が下げたら「買い」、上げたら「空売り」の逆張り。

両方の投資法を併用すると、株価(相場)が上げても下げても、投資チャンスが発生し、

パフォーマンスを高める可能性があります。

項目 超スピード投資法 ３Days 投資法

投資手法 順張り 逆張り

始値より上昇 買い 空売り

始値より下落 空売り 買い

値動きの特性 大きい方がいい 小さい方がいい

適した業種 ハイテク、ネット関連など ディフェンシブ

投資スタンス 積極的、攻撃的 消極的、防御的

おすすめの分析ソフト

超 Speed ＆スーパー３Ｄパッケージ

「超スピード投資法」「３Ｄａｙｓ投資法」、いずれも「買い」の方法を分析する、最もス

タンダードなパッケージ。

超 Speed ＆スーパー３Ｄコンプリート
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「超スピード投資法」「３Ｄａｙｓ投資法」、いずれも「買い」と「空売り」の方法が分析

できる、究極の組み合わせ。

※分析ソフトの詳細はホームページを参照。

［６］超スピード投資法のリスク

超スピード投資法は下記リスクが伴います。リスクを十分に理解されてから、超スピード投

資法を実践して下さい。

「買い」の場合、注文約定後、株価が下落し、投資期間内に損失が発生することがありま

す。

「空売り」の場合、注文約定後、株価が上昇し、投資期間内に損失が発生することがあり

ます。

終わり


